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今年もよろしくお願いします 
  
  新しい年が始まりました。日差しも例年

になく柔らかく、穏やかに感じられます。 

 「久しぶりの○○」とよく耳にしました

が、年末年始の様々な行事をご家族で楽しまれたことでしょう。まずは、冬

休みのお話をたくさん聞かせてもらおうと思います。 

 さて、今年度も残り３か月。たんぽぽ教室では、自分の成長が感じられ、

活動の原動力となる「自信」が持てるような指導を心がけていきます。連絡

ノートへの励ましの言葉など、引き続きご協力お願いします。 

 

      

 

１月の行事予定 
    １／ ９日（火） 後期後半開始 
       １０日（水） ワールドタイム 

１１日（木） 委員会  
      １７日（水） 研修会のため午後休室  

１８日（木） 学力検査 
１９日（金）  〃 
２２日（月）～２６日（金）校内給食週間 

  ※９日（火）～１２日（金）まで、来年度入学するお子さんの言葉の二

次検査を行うため、午前中休室となります。ご迷惑をおかけします。

  



  たんぽぽの子供たち 
 

 後期から５人のグループ学習が始まりました。「毎日遊ぶ友達がいない」「ぼ

うっとして、他のことを考えちゃう」「初めてのことはドキドキしてうまくできな

い」など、それぞれの課題はちがいますが、楽しい活動の中で、社会性を育んで

います。 

 例えば、ことばで「お願い」をして、カードを集めるゲーム。やりとりの基本を

覚え、人の話を聞くことの必要性を学びます。「○○くん、牛のしっぽを持ってい

ますか」「はい、どうぞ」「ありがとう」「いいえ、持っていません」「分かりました」

話し方のひな形を掲示しておくと、だんだん自信をもってやりとりできるように

なりました。誰が指名されるか、何をお願いされるか、集中して聞いています。 

 学んだことを生かすのが、後半のなかよしタイム。「あれ？今、お友達がこれ

でいいか聞いていたよ」「あ、そうだ。はい、どうぞ。」「よくできましたね」こん

なふうに繰り返す中で、たんぽぽ教室以外でも使えるようにしていきたいと考

えています。 

    

大人にも大切なクールダウン 
気持ちの切り替えは、大人でもなかなか難しいものです。（中略） 

よく保護者におすすめしているのは、保護者の切り替えやクールダウン

のモデルを子どもに示すことです。しかってばかりになっているお母さん

には、「今、お母さんはあなたに怒りそうだから、気持ちを落ちつけてきま

す」とクールダウンを行い、時間がたった後に、冷静に子どもの問題や課

題を話し合っていく姿を見せることをお願いしています。親のクールダウ

ンする姿を見せることは、子どもにとってよいモデリング学習になってい

ることを相談現場ではよく経験します。 

 逆に、クールダウンできないで怒り続けている大人の姿は、ヒートアッ

プするモデルを子どもに提示していることになり、子どももそのモデルを

取り込んで、同じような振る舞いをしてしまうことがあります。よくも悪

くもモデリングという現象は日常のあちらこちらで起きていますから、留

意する必要があります。 

「特別支援教育をサポートするソーシャルスキルトレーニング実践教材集」 
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